
 

 

 

 

 

 

国の借金、３月末時点で約１２９７兆円と過去最高に 

財務省が公表しました、令和６年３月末時点での国債や借入金などを合計した「国の借金」

は、令和５年１２月末から１０兆７０９５億円増えて過去最高の１２９７兆１６１５億円となりまし

た。令和６年度の税収総額は約６９兆円と７年連続で過去最高を更新する見通しですが、高齢

化による社会保障費の膨張に加え、物価高対応、持続的で構造的な賃上げ実現などの財政支

出があるため、新規国債発行で歳入不足を賄う予定としています。国の借金は膨張が止まり

ません。 

 

令和6年３月末の国の借金の区分別では、昨年１２月末に比べ、国債が約１１兆円増の約１１

５７.１兆円と全体の約８９％を占め、うち普通国債（建設国債、赤字国債等）は約１０５３.７兆円

と過去最大だった昨年１２月末から約９.９兆円増えました。その内訳は、長期国債（１０年以

上）が約６兆円増の約８０８.４兆円、中期国債（２年から５年）が約１.７兆円増の約１９４.５兆円、

短期国債（１年以下）も約２.２兆円増の約５０.７兆円とすべて増加しました。 

 

この「国の借金」約１２９７兆円は、令和６年度一般会計予算の歳出総額１１２兆５７１７億円の

約１１.５倍、同年度税収見込み額６９兆６０８０億円の約１８.６倍にあたり、年収５００万円の会

社員が９３００万円の借金を抱えている勘定です。また、わが国の今年４月１日時点での推計

人口１億２４００万人（総務省統計局の概算値）で単純計算すると、国民１人当たりで約１,0４６

万円の借金となり、令和５年１２月末時点の約１０３７万円から増加しています。 

 

わが国の公債残高（普通国債残高）は年々増加の一途を辿っていますが、令和６年３月末実

績の公債残高約１０５３.７兆円が、令和５年度末（６年度当初予算ベース）では約１０７５.７兆円

が見込まれます。令和６年度予算の税収見込み額約６９.６兆円の約１５.５年分に相当し、国民

１人当たり約８６７万円にのぼり、将来世代に大きな負担を残します。ちなみに、上記国の債務

である普通国債から財投資、政府短期証券等の債務を除き、国負担分の長期債務として考え

られる借入金、交付国債等に、地方負担分の長期債務を合計した、国及び地方の長期債務残

高は令和５年度末（６年度当初予算ベース）で約１２８５兆円に膨らむ見込みです。 

 

＊詳細はこちらからご確認いただけます。 
「国債及び借入金並びに政府保証債務現在高（令和6年3月末現在）（財務省）」令和6年5月10日 
https://www.mof.go.jp/jgbs/reference/gbb/202403.html 

（この資料は全部お読みいただいても６０秒です） 
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